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　大規模地震の発生時には、家屋の倒壊による死
傷者に目が向きがちですが、もう一つ注意しなけ
ればならないのは「家具の転倒」です。

▲近年発生した地震における家具類の転倒・落下・
　移動が原因のけが人の割合

（出典）東京消防庁ＨＰ「家具類の転倒・落下・移
　　　動防止対策ハンドブック」

　左のグラフで分かるように、近年発生した多くの
地震で、40 パーセント前後の人が家具類の転倒・
落下・移動が原因でけがをしています。

　家具類の転倒等を防止するには、「固定」が最
も有効です。しかし、「柱に傷をつけたくない」な
どの理由でためらう人も多いのではないでしょう
か。そんな人は、下の図のように家具のレイアウ
トを変えてみましょう。地震発生時、家具がどの
ように転倒するかを想定し、位置や向きを工夫し
て配置するだけで、けが防止につながります。
　皆さんの家具は、転倒しても安全な配置になっ
ていますか。ぜひこの機会に、家族で見直してお
きましょう。

（出典）東京消防庁ＨＰ「広報とうきょう消防第 6 号」
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●●  家家具具類類のの転転倒倒・・落落下下・・移移動動にによよるる被被害害  

地震により家具類の転倒・落下・移動が発生すると、以下の「「３３つつのの危危険険」」が生じる可能性があ

ります。 

①①  ケケガガ  

近年発生した地震でけがをした原因を調べると、約約3300～～5500％％のの人人がが、、家家具具類類のの転転倒倒・・落落下下・・移移

動動によるものでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

②②  火火災災 

転倒・落下した家具などが電気ストーブなどの電源スイッチを押し、付近の燃えやすいものに

着火するなどして火災が発生することがあります。 

③③  避避難難障障害害  

避難通路、出入口周辺に転倒、移動しやすい家具類を置くと、避難経路を塞いだり、引き出し

が飛び出すことで、つまずいてケガをしたり、避難の妨げになることがあります。 

 

ケガ、火災、避難障害の「３つの危険」から自分たちの身を守るためには、家具類の

転倒・落下・移動防止対策が非常に大切です。

地地  震震  被被  害害  のの  概概  要要  
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発生年（西暦） 2018 2018 2016 2011 2008 2007 2007 2005 2004 2003 

最 大 震 度 7 6弱 7 7 6強 6強 6強 6弱 7 6弱 

マグニチュード 6.7 6.1 

7.3

(本 震 ) 
9.0 7.2 6.8 6.9 7.0 6.8 8.0 

死者・行方不明(人) 44 6 273 22,252 23 15 1 1 68 2 

負 傷 者 ( 人 ) 785 462 2,809 6,233 426 2,346 356 1,204 4,805 849 

全 壊 家 屋 ( 棟 ) 491 21 8,667 121,995 30 1,331 686 144 3,175 116 

損 傷 家 屋 ( 棟 ) 48,921 61,749 198,219 1,031,048 2,667 43,343 28,698 9,691 119,492 1,948 

出火件数(件） 2 7 15 330 4 3 なし 2 9 4 

令和２年９月１日現在 
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なぜ家具類の転倒・落下・移動防止対策が必要なの？ 

近近年年発発生生ししたた地地震震ににおおけけるる家家具具類類のの転転倒倒・・落落下下・・移移動動がが原原因因ののけけがが人人のの割割合合 
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